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（
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え

る
。

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
、
第
四
十
六
条
の
三
第

六
項
」
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え

る
。

（
独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
第
一
項
中
「
研
究
所
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加

え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え

る
。第

二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
十
四
条
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
（
第
四
号
に
規
定
す
る
業
務
に

係
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
六
条
の
三
（
同
号
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る

民
間
等
出
資
に
係
る
不
要
財
産
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
第
四
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
四
条
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
（
前
条
第
一
項

第
四
号
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
六
条
の
三
第
六

項
（
同
号
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
民
間
等
出
資
に
係
る
不
要
財
産
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
前
条
第
一

項
第
四
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
三
項
後
段
を
削
る
。

第
十
二
条
第
六
項
第
一
号
中
「
。
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
十
五
条
第
一
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、

第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
及
び
次
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
勘
定
、
同
条
第
五
号
」を「
同
条
第
四
号
」に
、「（
附

則
第
二
条
第
八
項
に
お
い
て
「
第
五
号
勘
定
」
と
い
う
。）及
び
前
条
第
六
号
」
を「
及
び
同
条
第
五
号
」に
改
め
、「
及

び
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
三
号
」
を
「
前
条
第
二
号
」に
、「（
附

則
第
二
条
第
八
項
に
お
い
て
「
第
三
号
勘
定
」
と
い
う
。）及
び
前
条
第
四
号
」を「
及
び
同
条
第
三
号
」に
改
め
、「（
附

則
第
二
条
第
八
項
に
お
い
て
「
第
四
号
勘
定
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を

同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条

削
除

第
二
十
六
条
第
二
号
中
「
若
し
く
は
第
二
号
又
は
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
十
六
条
第
四
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
三
条
第
三
号
中
「
、
又
は
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
基
金
を
運
用
し
た
と
き
」
を
削
る
。

附
則
第
五
条
の
二
第
十
一
項
の
表
第
十
六
条
第
四
項
の
項
中
「
第
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
十
六
条
第
三
項
」に
、

「
前
条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
六
条
第
四
項
」
を「
第
十
六
条
第
三
項
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

（
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
持
分
の
払
戻
し
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
株
式
会
社

日
本
政
策
投
資
銀
行
が
持
分
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
八
条
第
一
号
中
「
通
則
法
」
の
下
に
「
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し
書

又
は
」
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え

る
。

（
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え

る
。

（
国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
四
十
二
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
四
十
六
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
加
え
、
同
条
の
表

第
二
十
八
条
第
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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